
令和3 年 4 月 15 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

　盛付の様子

＜目的＞

＜成果＞

・既存の厨房をどのように活かせるか思案していたため、地域にお住まいの障害者が働く場として有効に

　活用できたことが良かった。食べる側にとっても昼食代を抑えることができ助かっている。

・働いている姿は、誰が障害を持っているのか分からないほどよく動けている。

・食品を扱う以上、衛生面の厳守は障害の有無に関わらず求められるので引き続き徹底して頂きたい。

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 和合愛光園 担当者名

・地域の生活困窮事業とも連携し食事の提供を行っている。

・日に230食ほどの受注を頂き、配送は３ルートで市内各地へ

搬送している。

・働く中には、調理師免許を所持する方、ご家庭で家族の料

理を用意している方から調理経験のない方まで、経験問わず

受入れ、個々の能力に合う工程を任せている。

電話番号 053-412-5011 対象年度 令和2年度

地域連携活動の概要

活動場所：社会福祉法人聖隷福祉事業団 和合愛光園 活動の様子の写真

実施日程：2018年4月～現在継続中

実施した生産活動：給食の調理・製造

利用者数：6名

介護保険施設が増築により厨房を移転。これまで使用してい

た厨房を引継ぎ、障害者就労の場へ変更した。業務内容は、

市内に複数点在する同法人事業所の職員向け昼食の受注・製

造から洗浄・片付けまで。衛生管理を徹底しながら障害者が

働く新たな場として開始した。

住　所 浜松市中区和合町632-1 管理者名 小野　英之

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名
社会福祉法人　聖隷福祉事業団

聖隷チャレンジ工房和合
事業所番号 2217210265

様式1


